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1990 年代後半より内分泌攪乱物質による水質汚染問題が急速に問題視されるようになった。本研究では、内

分泌攪乱物質である 17β-エストラジオール（E2）、エチニルエストラジオール（EE2）を中心に都市中小河川

の水質調査（図１）を実施し、汚染物質の濃度変化および生物への影響について検討した。その結果、調査河川

の E2 および EE2 濃度は調査した時期および調査河川の測定位置により異なった（図２）が、平均濃度はそれぞ

れ 2.94[ng/L]、1.11[ng/L]であった。

また、汚染による周辺生物への影響を環境中濃度と予測無影響濃度の比（RQ）から評価すると、いずれも 1.0

以上となり、水生生物に対して影響があると判断された。また、調査河川に生息する生物について調査したとこ

ろ、コイ、メダカ、カダヤシに対して悪影響を及ぼす可能性のあることがわかった。他の異なる河川との比較や

生物への影響によって総合的に判断すると、調査河川は内分泌攪乱物質による汚染レベルが比較的高い河川であ

ると推定された。今後は発生源と河川水質との関係を表わす数学モデルを開発し、RQ 値を 1 以下にするための

水質管理法を提案する予定である。

図１ 調査河川の採水箇所

図２ エストロゲン(EE2)の濃度分布


